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 ឲឳ឴

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2022 

ボルダリング 4位 4位 4位 2位 1位 1位 1位 1位 1位 1位 1位 

リード 3位 5位 3位 1位 2位 4位 4位 3位 2位 1位 1位 

スピード ʷ ʷ ʷ 15位 19位 15位 15位 21位 13位 14位 8位 



- 12 - 

 

 



- 13 - 

 

 

 

JSPO 日本スポーツ協会 (japan-sports.or.jp) 
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【厚生労働省「働き方改革を踏まえた部活動改革について」より一部抜粋】 

・地域部活動の運営主体は、退職教師、地域のスポーツ指導者、スポーツ推進委員、生徒の保護者等

の参画や協力を得て、総合型地域スポーツクラブ、民間のスポーツクラブ、芸術文化団体等が担うことが

考えられる。 

・こうした地域団体において地域部活動の運営を担う人材や指導者を確保しつつ、当該団体の責任の

下で、生徒の安全の確保や指導者への謝金の管理など、地域部活動の管理運営が行われることについて、

生徒、保護者等の理解を得ることが望ましい。 

 

休日の地域部活動については、教師ではなく地域人材が担うものであり、地方自治体は、教師に代わり生

徒の指導や大会への引率を担う地域人材の確保に向けて、人材バンクを整備・活用し、関係団体と連携し

ながら、人材の育成からマッチングまでの民間人材の活用の仕組みを構築するなどの取組を行う。 

・地域部活動の指導者は、部活動に参加する生徒の意向を踏まえ、指導方針や活動内容を決定する。そ

の際、平日の学校部活動との関連性を考慮する必要がある。 

・また、地域部活動の指導者が部活動の意義を理解した上で、生徒のスポーツ・文化への興味関心の向

上や体力・技能の向上に資する指導を行うことができるよう、部活動ガイドラインを踏まえ、部活動指導

員と同様の研修を行うことが望ましい。 
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廣戸 智行 
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